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令和 3 年度夢アイデア提案 
 

未来家族の夢物語 

 
◆背景と目的 
 コロナ感染に明け暮れる二年間での我が家の暮らしぶりを振り返り、（一日の流れに沿いながら）

未来たとえば 2030 年から 2040 年の WITH コロナ生活物語を描いてみた。 
◆登場人物 
 父：会社役員、母：専業主婦、ペット（同居）：ﾄｲﾌﾟｰﾄﾞﾙ犬、息子（別居）：会社員， 

娘（別居）：子育て中の派遣社員、孫：４人（就学前） 
◆未来想像図（舞台・場面） 
（１）各個人（ひと）の未来と社会 
 年齢・性別・障害の有無・所得等に関わりなく、多様な価値観で豊かな人生をめざす社会像を提案 
（２）活動環境の未来 
 コロナ禍の新しい生活環境の下、ICT やﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ環境に対応した社会活動の姿を提案 
（３）地域活性化を目指す未来 
 少子高齢化が進む中、地域生活で繋がるコミュニティや新たな市場づくりを提案 
 

◆生活シーン（○は行動対象者） 
ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ 父 母 息子 娘 孫 ﾍﾟｯﾄ 考えられる未来想像場面 

起床・朝食(散歩） ○ ○ ○ ○ ○ (○) ①AI 又はお手伝いﾛﾎﾞｯﾄの導入 

出勤 ○  ○ ○  

家 

⑤ 

②AI による支援、新たなﾓﾋﾞﾘﾃｨ 

外

出 

含

む

行

動 

保育（送り）    ○ ○ ③AI による支援（保育園との交信） 

会議・対話 ○  ○  

保

育

園 

④AI または VR の導入 

銀行  ○   ①AI 又はお手伝いﾛﾎﾞｯﾄの導入 

昼食 ○ ○ ○ ○ ①AI 又はお手伝いﾛﾎﾞｯﾄの導入 

病院・役所 ○ ○   ⑤AI、IOT による遠隔支援環境 

地域活動  ○   ⑥ IOT、ﾛﾎﾞｯﾄの導入、生活弱者支援ﾂｰﾙ 

趣味娯楽  ○   ⑦ 販売からﾃﾞｰﾀ提供による支援 

帰宅・迎え・（散歩） ○ (○) ○ ○ ○ (○) ①AI 又はお手伝いﾛﾎﾞｯﾄの導入 

夕食 ○ ⑤AI、IOT による遠隔支援環境 

就寝 ○ ④AI または VR の導入 

休日 ○ ⑧ AI・AR の導入、ﾃﾞｰﾀ提供による支援 

災害時 ○ ⑨ICT や衛星通信による被災地支援 
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◆未来家族の一日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

父  母   ﾍﾟｯﾄ 

お手伝いﾛﾎﾞｯﾄ 

【別居】 

 

 

未

来 
家

族 

【通勤･外出時】②AI、新モビリティﾞ 

・スマホの時間管理による”過密”回

避の最適経路提供 

・自動運転の空飛ぶﾀｸｼｰ 

【起床～就寝】①手伝いﾛﾎﾞｯﾄ 

・外出着の勧め 

・体調管理 

・ﾍﾟｯﾄの世話 

・孫の着替え 

・家事手伝い 

 

 

【趣味・娯楽】⑥弱者支援ﾂｰﾙ 

・自宅の i ﾊﾟｯﾄでお好みの製品や

夕食メニューをﾃﾞｰﾀ提供によりク

リエイトし、完成品を取り寄せる 

・健康寿命を延ばす支援装具 

（三密回避） 

 

【地域活動】⑤I OT,ﾛﾎﾞｯﾄ,ﾄﾞﾛｰﾝ 

・地域情報の一斉受・配信 

・過疎地ﾄﾞﾛｰﾝ宅配、高齢者エスコートﾛ

ﾎﾞｯﾄ稼働を遠隔操作（密集・密接回避） 

【対話・会議等】④AI,VR 

･家や異なる場所でも、モニター

の切替で複数の業務を必要に応

じ翻訳付きで臨場感ある効率的

な働き方（場所を選ばない（密

集・密閉・密接回避） 

【立寄り（銀行・昼食等）】① 

・窓口無しのスマホ端末による

キャッシュレス支払い 

・履歴、家計簿への自動フロｰ 

（密集・密接回避） 

【病院・役所等】⑤AI、IOT 

・個人端末による申告健康管理 

・ﾛﾎﾞｯﾄによる問診転送 

・場所を選ばない 24H ﾈｯﾄ窓口

ｻｰﾊﾞｰ画面による対話型手続き 

（三密回避） 

息子夫婦と

子供２ 

娘夫婦と 

子供 2 
 

 

【就寝】④AI または VR の導入 

・睡眠中の脳内学習を AI 装具にて実現 

【休日】⑧AI,VR 体感 

・遠隔地（孫達）と水族館などの希望観

光地を同時に学習し、感動を共感 

（密集・密接回避） 

【災害時】⑨ICT や衛星通信の利活用 

・浸水区域にある住宅をｼﾞｬｷｱｯﾌ｢構造

に、浸水前にｱｯﾌﾟ操作し被災を回避 

・太陽熱電力供給コンセントを照明柱に

設け、衛星通信からの供給を受ける 

・お手伝いロボットの充電機能を活用 
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       □電信申込 

        □医療費控除 

      □市民税 

◆各場面のイメージ例 
【対話・会議等】 

 

      
【立寄り】････《効果》密接の回避と手軽さとともに他の用途に利活用の域が広がる 
      顧客         レストラン 

 
 
 
 
 
【役所等手続き】･････《効果》密接の回避と場所を選ばない手軽さがいい 

浮かび上がるクラウド画面 

 
 
 
 
 
 
【地域活動】･････《効果》共助の意識が ICT により充実 
        入力 

                                    ﾘﾓｰﾄ  
 
                                 
 

どこにいても 

ｽｲｯﾁ切替で 

複数の会議に 

飲食 

飲食代は自動通信

しｽﾏﾎにカウント 

会計スルー 

ご用件は？ 

どこにいても AI による

相互通信と画面タッチ

で、ガイド対応で手続き

可能！ 

【町内会安心メール】 

大雨情報･････ 

避難指レベル 3 
非常時携行品･････ 

  
介助支援 

高

齢

者

等 

受

信

者 

《効果》 
・場所を選ばず複数業務を 

ﾊﾞｰﾁｬﾙに 

・どんな言語会話にも適用でき、

多様な機会の創出に貢献 

・フレキシブルな時間管理が可

能、システム提供で働きやすさを

実現でき、移住受け入れ条件にも

ﾌｨﾂﾄ。 
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【趣味・娯楽】････《効果》在宅でのオリジナルな創作活動が生きがいを生む 

     ＋ 

 
 
 
 
【災害時】･････《効果》ICT 技術により生命・財産を守る災害に強い街づくりが実現できる 
 生活の基盤である住居の基礎をジャッキアップ仕様に構築し、浸水前にリモート操作で予測水位

以上に家屋ごと上昇させて、水のﾘｽｸから逃れる（左図）。 

 衛星通信から太陽光電力の供給を受ける照明灯などに設けられたコンセントから途絶えない 

通信・電力環境が期待できる（右図）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】 
 これからの国土のカタチを国交省で

は、左図のような枠組みで捉えている。

この枠組みは、“未来家族の夢物語”の集

約として捉えてもいいかと考える。提案

では感染症リスクへの対応ばかりでは

なく、ライフスタイルの変化が、今後ど

う国のカタチに影響するかを追求した。

その点では以下の項目で相通じるもの

がある。 
(1) テレワークを超えた働き方 
(2) Society5.o による地方で享受できる

仕組みが人口構造の変化をもたらす 
(3) リスク社会での住まいと地域での支

え合い構造 

 

     
 

 

宇宙太陽発電所 

マイクロ波 

コンセントから充電器へ 

平時 浸水時 

受電塔 

ﾜｲﾔﾚｽ充電 

i パット 

 

   

 

 
 

 ○○のﾁｰｽﾞ和え 

日除けﾊｯﾄ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで材料ﾁｮｲｽし、i ﾊﾟｯﾄ上で 

創作したｵﾘｼﾞﾅﾙ商品を注文ｹﾞｯﾄ 


